
〇新公立病院改革プランについて（地域医療構想関係部分抜粋） 

公立陶生病院 

【地域医療構想を踏まえた役割】（Ｐ4） 

愛知県地域医療構想では、本院の属する尾張東部構想区域は平成 37年の必要病床数と

して、高度急性期 799床、急性期 2,309床、回復期 1,374床、慢性期 786床の合計 5,268

床と推定されています。平成 27 年度病床機能報告結果を基にした平成 27年の病床数と

比較すると、病床数全体で 567 床が不足、内訳として高度急性期 1,312 床過剰、急性期

712床不足、回復期 1,223床不足、慢性期 56床過剰となっており、特に回復期機能病床

の確保が課題となっています。

本院の病床機能として報告している高度急性期・急性期病床は当該構想区域全体で 600

床が過剰となっているため、不足している地域包括ケア病棟や回復期リハビリテーショ

ン病棟などの回復期機能病床への転換も視野に入れる必要がありますが、本院では、受

療者地域は今後も現在と同様の疾病構造で入院患者は増加していくとの推計をしている

のに加え、他構想区域より当該構想区域への入院患者の流入もあるため、新改革プラン

においては現在の急性期医療を担う病院としての病床機能を維持し、地域医療支援病院、

救命救急センター、地域がん診療拠点病院等の機能を果たして行くこととします。

平成 30年 5月に稼動予定の新東棟では、平均在院日数の短縮など医療環境の変化を踏

まえた病床の転換にも対応可能な平面計画としており、尾張東部構想区域唯一の公立病

院として、地域から求められる機能を果たしていくこととします。

【再編・ネットワーク化の必要性の検証】（Ｐ21） 

本院は、本組合の構成市である瀬戸市、尾張旭市、長久手市のほか豊明市、日進市及

び愛知郡東郷町の 5 市 1 町で構成される尾張東部医療圏に属し、当該医療圏内で唯一の

公立病院として主に圏域北部で急性期医療を担う中核病院としての機能を果たしていま

す。当該医療圏内には藤田保健衛生大学病院と愛知医科大学病院がありますが、それぞ

れ南部と中部に離れて立地しており緊急性の高い救急医療体制が確保されています。こ

のため、新改革プランの期間中において、本院と他の医療施設との経営主体の統合、本

院と民間病院との再編等のいわゆる再編・ネットワーク化の緊急性は認められません。ただ

し、役割分担と連携による地域完結型の医療の提供は引き続き推進していく必要があります。 

【数値目標について】（Ｐ9，Ｐ13） 

＜医療機能等指標に係る数値目標の設定＞ 

＜経営指標に係る数値目標の設定＞ 
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